
廊下が広く、病室は窓が大きい（右下）

新築オープンした「ふれあい鎌倉ホスピタル」

外
来
・
病
棟
・
救
急
診
療
が
さ
ら
に
充
実

リ
ハ
ビ
リ
・
人
工
透
析
を
開
始

最大で１００人規模の対応が可能な透析室

腫
瘍
、
胆
嚢
炎
、
下
肢
壊
疽
、
胃

瘻
増
設
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
交
換
な

ど
）・
整
形
外
科
（
人
工
関
節
置

換
術
な
ど
）
を
は
じ
め
と
す
る
総

合
病
棟
で
あ
り
、
病
気
や
け
が
で

の
急
性
期
疾
患
の
治
療
や
回
復
を

目
的
と
し
て
い
る
病
棟
で
す
。

▽
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
…
50
床

　

急
性
期
治
療
、
ま
た
は
急
性
期

病
院
で
治
療
を
終
え
た
後
の
期
間

を
対
象
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

予
定
）、
入
院
透
析
と
外
来
（
通

院
）
透
析
を
合
わ
せ
た
最
大
72
～

１
０
０
人
規
模
の
受
け
入
れ
が
可

能
な
人
工
透
析
治
療（
血
液
透
析
）

の
専
門
施
設
で
す
。

　

㈪
㈬
㈮
の
各
午
前
・
午
後
の
２

ク
ー
ル
と
、
㈫
㈭
㈯
の
各
午
前
・

午
後
の
２
ク
ー
ル
が
あ
り
、
外
来

透
析
で
は
、通
院
の
無
料
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
。
透
析
患
者
本
人
は

も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
送
迎
し
て
い

た
家
族
の
負
担
軽
減
に
な
る
よ
う

に
、
無
料
で
行
な
っ
て
い
る
地
域
の

▽
一
般
病
棟
…
58
床

　

内
科
（
心
不
全
、
肝
硬
変
、
誤

嚥
性
肺
炎
な
ど
）・
外
科
（
悪
性

　

開
院
後
、
18
床
を
稼
働
さ
せ

て
（
今
年
度
中
に
25
床
に
増
床

各種検査機器を導入

約400㎡のリハビリテーション室

内
科
／
外
科
／
消
化
器
外
科
／
肛

門
外
科
／
乳
腺
外
科
／
脳
神
経
外

科
／
整
形
外
科
／
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
／
放
射
線
科
】（
一
部
、

順
次
診
療
を
開
始
）を
有
し
な
が
ら
、

「
小
中
規
模
病
院
」
に
該
当
す
る

た
め
、
初
診
時
選
定
療
養
費
の
対

象
外
（
他
院
か
ら
の
紹
介
状
が

な
く
て
も
別
途
料
金
が
か
か
ら

な
い
）
の
病
院
に
な
り
ま
す
。

　

初
診
時
か
ら
安
心
し
て
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
も

し
も
入
院
が
必
要
な
症
状
や
、

新
た
な
疾
患
が
見
つ
か
っ
た
と

し
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
院
治

療
へ
の
移
行
や
、
継
続
的
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環

境
で
す
。

　

清
潔
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
あ
る
待
合
所
を
も
ち
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る

外
来
診
療
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

全
13
診
療
科
【
総
合
診
療
科

（
内
科
）
／
循
環
器
内
科
／
呼

吸
器
内
科
／
神
経
内
科
／
腎
臓

る
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
も
提
供
し
、
加
え
て
、
救
急
の

受
け
入
れ
体
制
も
広
げ
ま
す
。

　
『
人
を
尊
び
、
命
を
尊
び
、
個

を
敬
愛
す
』
の
理
念
の
も
と
で
、

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
医

療
・
介
護
な
ど
の
提
供
を
目
指
す

地
域
病
院
が
再
開
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
担
っ

て
き
た
『
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る

医
療
機
能
』
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
、
外
来
診
療
の
拡
充
や
、
迅
速

な
精
密
検
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

広
く
な
っ
た
病
棟
で
は
、
脳
卒

中
や
大
腿
骨
の
骨
折
な
ど
に
対
す

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５
）
は
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
11
月
か
ら
、
耐
震
性
や
現

代
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
病
院
全
体
を
新
築
す
る
工
事
で
休
院
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年

３
月
に
工
事
が
完
了
し
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
４
月
１
日
か
ら
診
療
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
エ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、

神
奈
川
県
全
域
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
医
療
貢
献
す
る
新
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

「地域の方々に信頼される病
院」をモットーに、真摯な姿勢
で日々、診療にのぞむことを
大切にしている新院長。多様
な医療ニーズに対応する地域
病院を目指しています。

河面 吉彦院長

院長紹介
ふれあい鎌倉ホスピタル

力
検
査
な
ど
〉
を
必
要
に
応
じ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
感
染
対
策
な

ど
の
「
チ
ー
ム
医
療
」
で
も
重
要

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
臨
床
検

査
科
で
は
、『
現
代
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
検
査
情
報
を
迅

速
、
か
つ
的
確
に
提
供
』『
患
者

さ
ま
に
安
心
・
安
全
な
検
査
技
術

と
情
報
の
提
供
』
の
方
針
の
も
と

で
、臨
床
検
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
異
な
る
状
態
や
能

力
に
合
わ
せ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
案
し
、
心
身
機
能
の
回
復
を
目

指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
ま
す
。

　

医
師
の
ほ
か
、
専
門
職
に
国
家

　

退
院
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
在
宅
生
活
を
支
援

す
る
６
部
門
【
訪
問
診
療
／
訪
問

看
護
／
訪
問
介
護
／
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
／
居
宅
介
護
支
援
】

を
お
き
、
同
院
で
治
療
を
終
え
た

後
も
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
介
護

施
設
に
お
い
て
、
切
れ
目
の
な
い

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

可
能
に
し
て
い
ま
す
。

資
格
を
も
つ
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
を
配

置
。
同
院
で
は
、
さ
ら
に
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
管
理
栄

養
士
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
関

わ
っ
た
「
チ
ー
ム
」
で
、
リ
ハ
ビ

リ
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
活

動
）
の
改
善
や
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活

の
質
）
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
は
、
各
病
棟
の
ほ

か
、「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」「
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ン
専
門
の
病
棟
で
す
。
各
医

療
専
門
職
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
効

果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

集
中
し
て
実
施
し
ま
す
。

▽
障
害
者
施
設
等

　
　
　
　
一
般
病
棟
…
48
床

　

神
経
難
病
、
慢
性
腎
不
全
（
人

工
透
析
治
療
）、
意
識
障
害
、
重

度
の
障
害
を
有
す
る
疾
患
が
対
象

の
病
棟
で
す
。
長
期
入
院
の
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
、
多
職
種
ス
タ
ッ

フ
が
連
携
し
て
、
本
人
や
家
族
が

安
心
・
安
楽
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
専
門
的
な
ケ
ア
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

人
工
透
析
を
必
要
と
し
て
い
る

の
は
「
慢
性
腎
不
全
」
と
い
う
極

限
状
態
で
す
。
こ
れ
は
、
脳
血
管

障
害
・
心
不
全
・
虚
血
性
心
疾
患
・

不
整
脈
・
消
化
管
出
血
・
易
感
染

症
（
髄
膜
炎
・
肺
炎
・
心
内
膜
炎
・

胆
管
炎
・
腸
炎
・
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー

ア
ク
セ
ス
感
染
症
）・
が
ん
免
疫

監
視
機
構
低
下
（
腎
が
ん
な
ど
）・

全
身
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
な
ど

の
合
併
症
の
可
能
性
が
あ
り
、
同

院
で
は
、
患
者
一
人
ひ
と
り
を
把

握
し
て
、
こ
の
リ
ス
ク
回
避
の
た

め
の
措
置
や
、
生
存
率
の
向
上
と

寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
、
多
く
の

診
療
科
と
連
携
し
た
治
療
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

JR横須賀線JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り

ココ駅徒歩
3分

ふれあい鎌倉ホスピタル医療法人
大 樹 会

〒248-0012 神奈川県鎌倉市御成町9-5

☎０４６７‒２３‒１１１１

病 

棟

一般病棟

回復期
リハビリテーション

病棟

障害者施設等
一般病棟

診
療
科
目

総合診療科（内科） 循環器内科
神経内科呼吸器内科 外科

乳腺外科肛門外科消化器外科
脳神経外科 整形外科 放射線科

リハビリテーション科 腎臓内科（人工透析治療）

主
な
検
査・設
備
等

■超音波   ■心電図   ■内視鏡 
■マルチスライスCT  ■ＭＲＩ
■マンモグラフィー 
■救急処置室  ■手術室
■内視鏡室  ■人工透析室
■リハビリテーション室　 など

在
宅
支
援

■訪問診療
■訪問看護
■訪問介護
■訪問リハビリテーション
■通所リハビリテーション
■居宅介護支援事業

8：30～11：30午前

13：30～16：30午後

MAPMAP

４１
開院

外
来
受
付

脳神経外科
河面 吉彦院長
脳神経外科
河面 吉彦院長

神経内科
峰野 元明名誉院長
神経内科

峰野 元明名誉院長
外科

山川 満副院長
外科

山川 満副院長
外科

小島 淳一医師
外科

小島 淳一医師
外科

山田 一医師
外科

山田 一医師
内科〈血液内科〉
小山 高敏医師
内科〈血液内科〉
小山 高敏医師

整形外科
千葉 千絵里医師
整形外科

千葉 千絵里医師
整形外科
須賀 雄一医師
整形外科
須賀 雄一医師

外
来
診
療

腎
不
全
専
門
の「
透
析
セ
ン
タ
ー
」

療
法
士
に
よ
る「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

病
棟
・
入
院
治
療

検
査
部
門

在
宅
支
援

個
別
の
診
察
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

　

検
体
検
査
〈
血
液
検
査
／
生
化

学
検
査
／
尿
一
般
検
査
／
感
染
症

検
査
／
輸
血
検
査
な
ど
〉
や
、
生

理
機
能
検
査
〈
心
電
図
検
査
／
超

音
波
検
査
／
呼
吸
機
能
検
査
／
聴

　
　
　
　 

全
棟
完
全
建
替
え
し
、新
築
オ
ー
プ
ン

      

新「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」が
開
院
！

４
月
１
日
か
ら
診
療
再
開

鎌倉駅西口
徒 歩 ３ 分
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○
…
今
春
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
副
院
長
を
務

め
て
い
ま
す
。「
開
院
に
あ
た
り
、

内
視
鏡
や
超
音
波
、
放
射
線
治
療

器
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｔ
、
手
術
器
具

な
ど
に
最
先
端
の
も
の
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
耳
鼻
咽
喉

科
や
眼
科
に
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
当
院
で
し
た
が
、
新
病
院

で
は
、
消
化
器
外
科
の
ほ
か
、
脳

神
経
外
科
、
整
形
外
科
な
ど
の
診

療
科
を
拡
大
し
、
手
術
を
含
め
て

幅
広
い
治
療
を
行
な
う
中
核
病
院

と
し
て
、
新
た
な
歴
史
を
刻
む
た

め
に
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
」。

　

○
…
昭
和
大
学
藤
が
丘
病
院
外

科
に
入
局
後
、
一
般
外
科
、
消
化

器
外
科
全
般
を
修
練
し
、
さ
ら
に

肝
胆
膵
外
科
を
極
め
る
た
め
、
フ

ラ
ン
ス
や
モ
ナ
コ
で
肝
移
植
、膵
・

腎
移
植
、
拡
大
肝
切
除
の
手
術

チ
ー
ム
に
参
加
。
肝
移
植
で
は
、

60
例
以
上
の
経
験
を
も
ち
ま
す
。

帰
国
後
、
肝
胆
膵
外
科
を
専
門
に

行
な
い
、
42
歳
で
の
若
さ
で
助
教

授
に
就
任
。
肝
胆
膵
チ
ー
ム
の
責

任
者
と
し
て
、
高
難
度
手
術
を
手

が
け
て
き
ま
し
た
。
手
術
症
例
は

３
５
０
０
例
を
超
え
（
２
０
２
０

年
春
現
在
）、
過
去
15
年
間
に
お

い
て
、
拡
大
肝
右
葉
切
除
以
外
の

手
術
で
は
、
全
て
無
輸
血
手
術
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
九
州
の
病
院
へ
の
赴
任
は

転
機
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
地

方
な
ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
直
面
し
、地

域
を
抱
え
込
ん
だ
広
義
の『
チ
ー

ム
医
療
』の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
」。
そ
の
考
え
の
下
、茅
ケ
崎

中
央
病
院
で
は
、救
急
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
医
師
と
し
て
、
治
療
後
の

「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
は
何
よ
り

も
嬉
し
い
と
話
し
ま
す
。「
患
者
さ

ま
が
求
め
る
内
容
を
、医
師
は
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
な
形
で
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
内
容

は
お
一
人
お
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
私
は
、
患
者
さ
ま
が

抱
え
る
症
状
だ
け
で
な
く
お
気
持

ち
ま
で
し
っ
か
り
把
握
し
、総
合
的

に
診
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
手
術
で
は
、出
血
が
少

な
い
的
確
な
治
療
で
合
併
症
が
な

く
、早
期
に
退
院
で
き
る
技
術
を

磨
き
続
け
て
い
き
ま
す
」。
真
剣

な
言
葉
に
温
か
み
を
感
じ
ま
す
。

緑川 武正 医師
 （みどりかわ たけまさ）　　　　

茅ケ崎中央病院 副院長
【 消化器・外科 】

日本外科学会 指導医・専門医
日本消化器外科学会 指導医・専門医
日本肝胆膵外科学会 名誉指導医
日本消化器病学会 指導医・専門医
日本消化器内視鏡学会 専門医
日本消化器外科学会 消化器がん外科治療認定医
インフェクションコントロールドクター（ICD）
臨床研修指導医

  

「
患
者
さ
ま
に
最
適
で
合
併
症
な
く

　
　
　 

早
期
退
院
で
き
る
手
術
治
療
を
」

こ
の「
人
」に
聞
く

訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
が
国
家
資
格
を
保
有

し
、質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い
る

ン
の
特
徴
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
（
同
）「
医
師
や
看
護

師
を
は
じ
め
と
す
る
多

職
種
と
、
情
報
共
有
・

連
携
を
徹
底
し
て
い
る

点
で
す
。
お
一
人
お
ひ

と
り
に
あ
っ
た
質
の
高

い
リ
ハ
ビ
リ
が
提
供
で

き
る
こ
と
に
加
え
、
ご

利
用
者
さ
ま
と
ご
家
族

さ
ま
の
安
心
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
当
院
を
ご
退
院
さ
れ
た
患
者

さ
ま
だ
け
で
な
く
、
平
塚
市
や
大

磯
町
に
お
住
ま
い
の
『
要
支
援
』

『
要
介
護
』
認
定
者
が
対
象
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
当
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
へ
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
」。

〈
取
材
協
力
〉

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

ま
に
対
し
て
介
護
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
い
た
し
ま
す
。

　

Ａ
さ
ま
の
場
合
、
ご
自
宅
で
リ

ハ
ビ
リ
を
継
続
し
た
結
果
、
パ
ソ

コ
ン
も
徐
々
に
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
趣
味
で

あ
る
写
真
撮
影
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、『
サ
ー

ク
ル
活
動
に
も
参
加
し
て
い
き
た

い
』
と
、
意
欲
的
に
な
ら
れ
て
い

ま
す
」（
症
例
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。）

　
―
―
―
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

に
な
り
ま
し
た
が
、
体
力
が
低
下

し
て
い
た
た
め
、『
退
院
し
て
も
、

以
前
の
よ
う
な
生
活
に
戻
れ
る
だ

ろ
う
か
？
』
と
、
ご
不
安
を
抱
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
入
院
中
か
ら
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
退
院
後
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

結
果
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
」

　

―
―
―
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
な
う
の
で
す
か
？

　
（
同
）「
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
の
資
格
を
も
つ
リ
ハ
ビ
リ

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
ご
利
用
者
さ

ま
の
自
宅
を
訪
問
し
、
移
動
や
身

の
回
り
の
動
作
、
入
浴
の
動
作
の

指
導
を
行
な
う
ほ
か
、
ご
家
族
さ

て
い
ま
す
。
訪
問
ス
タ
ッ
フ
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
―
―
―
「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、ど
の
よ
う
な
方
が
、

ど
う
い
っ
た
経
緯
で
利
用
さ
れ
る

の
で
す
か
？

　
（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）

「
例
え
ば
、
転
倒
に

よ
る
頚
椎
損
傷
で
入

院
さ
れ
て
い
た
80
代

の
男
性
（
以
下
、
Ａ

さ
ま
）
の
場
合
、
歩

行
困
難
・
握
力
低
下

と
い
っ
た
症
状
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
院
の
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
で
リ
ハ
ビ
リ
に

励
ん
だ
結
果
、
約
３

カ
月
で
歩
け
る
よ
う

　

 

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

（
平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12
）
で
は
、

「
要
支
援
」「
要
介
護
」
の
認
定
を

受
け
た
人
を
対
象
に
、「
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
な
っ

各利用者の入院時の情報を把握していること
で、オーダーメイドのリハビリが提供できている

湘南ふれあいの園ふれあいグループ 介護付有料老人ホーム元気な方から手厚い介護が必要な方まで快適な暮らしをお約束

東海道線

北茅ケ崎駅

相
模
線

1

茅ケ崎駅

新湘南バイパス

45

茅ヶ崎中央インター

横浜銀行横浜銀行
ロッテリアロッテリア

みずほ銀行みずほ銀行
ラスカラスカ

スルガ銀行スルガ銀行
ガスト

郵便局郵便局

公園
茅ヶ崎市役所茅ヶ崎市役所

東横イン東横イン
ドコモ
ショップ
ドコモ
ショップ洋服の青山洋服の青山

文化会館文化会館

モスバーガーモスバーガー
中南信金中南信金

スズキアリーナスズキアリーナ

湯快爽快

イオン
スタイル
イオン
スタイル

茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

イオン

ココ

JR東海道線「茅ケ崎駅」北口から
徒歩５分

現地ご案内図

電　車

国道１号の信号「茅ケ崎駅前」交差点を
曲がり、寒川方面（北方向）すぐ

車

新湘南バイパスで「茅ヶ崎中央インター」
から県道４５号を南進して
国道１号の交差点の手前左方向

有料道路

Access

完全個別の説明会、随時実施中！
お電話にて、希望日時をお伝えください。 類型：介護付有料老人ホーム／所在地：神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３／事業

主体：（有）湘南ふれあいの園／開設：1986年12月１日／アクセス：JR東海道
線茅ケ崎駅徒歩５分／入居対象：65歳以上の自立または要支援・要介護の方０467-86-6534

シニア向けの
安全設計

全室に「生活リズムセン
サー」を設置し、居室は

カードキーで
楽々施錠

医療＋介護
人工透析・認知症を
患っても退去や転居
の必要がなく
将来も安心

充実の立地
茅ケ崎駅まで徒歩５分！
市役所・文化会館・公園・
ショッピングセンター
などが周囲に

女性に嬉しい
水回り

IHキッチン・浴室・トイレ・
洗濯機スペース
まで充実の
間取り

湘南ふれあいの園 検索

「湘南ふれあいの園」
シリーズ

神奈川・東京
に１１棟！

お問合せは、湘南ふれあいの園・新ホーム開設担当へ

☎

階下に病院・健診センターを併設
（医療法人社団康心会「茅ケ崎中央病院」「湘南健康管理クリニック」）

介護付 有料老人ホーム

完成イメージ
（上層階「湘南ふれあいの園」）

今夏（予定）、グランドオープン！

全81室、２４時間３６５日の
　　　　　 　　介護体制

セカンドライフを
　　　　満喫できる安心感

病
気
や
け
が
で
諦
め
な
い
で

「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
が
貴
方
ら
し
い
生
活
を
支
え
ま
す
」

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

2



今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

パ正

正社員 パート

各種手当有年齢不問

未経験歓迎

送迎バス有

社会保険完備、年末年始休暇、夏季休暇（最大3日）、各種特別休暇、医療費補助制度など待遇

茅ヶ崎市西久保 茅ケ崎駅および茅ヶ崎市内・寒川町などから無料シャトルバスあり

湘南東部総合病院
〒253-0083 茅ヶ崎市西久保500

☎0467-83-9111
http://www.fureai-g.or.jp/toubu/

まずはお電話でご連絡くだ
さい。必要書類や面接日程
などをお伝えいたします。

応 

募

ブランクがあっても大丈夫！丁寧なフォローも魅力です

医療法人社団
康心会

看護師

209,0００円～358,9００円
看護師

試用期間
～346,000円（ ）

〈調整〉3,000円～8,000円 〈住宅〉10 ,000円〈皆勤〉10,000円〈夜勤〉14,000円／回

本給

手当 〈夜勤〉24,000円～32,000円／回

時給

手当

看護補助

1,1００円
〈夜勤〉17,000円／回

時給

手当

看護補助 

150,0００円～253,0００円 試用期間
～244,000円（ ）

〈調整〉10,000円～15,800円 〈皆勤〉10,000円〈夜勤〉4,000円／回

本給

手当 入職後は充実の研修により、
知識と技術の向上が図れるので安心！

（医療研究会／専門部会別研修会／施設別研修会／
外部研修会／学会参加など）

入職後は充実の研修により、
知識と技術の向上が図れるので安心！

（医療研究会／専門部会別研修会／施設別研修会／
外部研修会／学会参加など）

賃金もしっかり！● 時間外手当 ● 扶養手当　　● ボーナス年3回！ ● 昇給あり　

賃金もしっかり！● 時間外手当 ● 扶養手当　　● ボーナス年3回！ ● 昇給あり　

1,5００円～1,8００円1,5００円～1,8００円

070-5552-9084担当直通
電話

新湘南バイパス
北
茅
ケ
崎
駅

相
模
線

北口

中央公園

茅ケ崎駅

45

1
シャトルバス

乗り場
シャトルバス

乗り場

ココ
湘南東部総合病院

JR茅ケ崎駅北口および
茅ヶ崎市内各所などから
無料シャトルバスのご利用を。

茅ヶ崎市西久保500

お気軽にご相談ください。

ホスピス緩和ケア病棟
のお問合せはこちら

患者一人ひとりに合った穏やかな時間を
提供できるように日々カンファレンスを実施

「ホスピス緩和ケア病棟」では多くのスタッフが連携し
それぞれの症状に適切な支援を行なっている

小山内宏美看護師（後左）と山本孝子病棟課長（前右）

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
療
養
生
活
に
よ
っ
て
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
抱
え
て
い
る
患

者
に
対
し
て
は
、
臨
床
心
理
士
が

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
丁
寧
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い
る
姿

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
湘
南
東
部
総
合

病
院
の
「
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
病

棟
」
で
は
、
患
者
と
家
族
の
意
志

を
尊
重
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
活
か
し
て
チ
ー
ム
が
一

体
と
な
り
、
身
体
的
・
精
神
的
苦

痛
の
緩
和
に
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

　

小
山
内
看
護
師
は
、「
当
院
の

『
緩
和
ケ
ア
』
医
療
は
、
入
院
だ

け
で
な
く
、
外
来
（
緩
和
ケ
ア
外

来
）
で
も
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

入
院
の
ご
相
談
、
病
棟
見
学
な

ど
の
ご
希
望
は
、
ご
遠
慮
な
く
担

当
直
通
電
話
（
左
記
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
」
と
続
け
ま
し
た
。

か
、
が
ん
治
療
や
精
神
科
領
域
の

治
療
経
験
を
有
す
る
実
績
あ
る
医

師
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
大
限
に
意
思
を
尊
重

　

同
院
の
小
山
内
宏
美
看
護
師

は
、「
痛
み
の
ほ
か
、
痛
み
以
外

の
身
体
的
苦
痛
、
不
安
、
不
眠
な

ど
、
多
様
な
症
状
に
対
し
、
専
門

性
の
高
い
緩
和
医
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
当
院
で
は
、『
緩
和
ケ

ア
』
に
対
す
る
志
の
高
い
看
護
師

が
、
日
々
の
看
護
を
通
じ
て
、
患

者
さ
ま
が
“
そ
の
人
ら
し
く
”
日

常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
患
者
さ
ま
の
意
思

決
定
支
援
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ご
本
人
さ
ま
の
意
思
を
尊
重

し
、
た
と
え
一
週
間
で
も
『
家
に

帰
り
た
い
』
と
い
う
思
い
が
あ
れ

ば
、
在
宅
医
療
部
門
へ
ス
ム
ー
ズ

に
引
き
継
ぎ
、
絶
え
間
な
い
医
療

と
ケ
ア
を
提
供
し
て
、
患
者
さ
ま

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
同
院
の
現
場
で
は
、
日
々
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
同
院
の
病
棟
に
は
、
緩

和
医
療
専
属
の
薬
剤
師
が
常
駐

し
、
薬
剤
に
よ
る
疼
痛
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
る
点
も
大

き
な
特
徴
で
す
。
こ
れ
は
高
い
専

門
性
を
活
か
し
た
医
療
提
供
で
あ

り
、
加
え
て
同
院
に
は
が
ん
終
末

期
の
専
門
研
修
を
受
け
た
「
リ
ハ

ビ
リ
チ
ー
ム
」
が
あ
る
の
で
、
医

師
と
と
も
に
症
状
を
評
価
し
て
、

希
望
に
そ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
が
実
施

ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
し

び
れ
な
ど
の
不
快
な
症
状
の
緩
和

や
、
腹
水
貯
留
、
呼
吸
苦
、
腸
閉

塞
な
ど
の
苦
痛
を
、
総
合
的
に
緩

和
し
、
患
者
や
家
族
が
穏
や
か
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
、「
緩
和
ケ
ア
」の
目
的
で
す
。

　

ま
た
、
積
極
的
な
が
ん
治
療
を

希
望
し
な
い
患
者
や
、
根
治
的
治

療
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
患
者
に

対
し
て
は
、
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
苦
痛
を

和
ら
げ
る
た
め
の
医
療
も
実
施
し

ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
で
総
合
的
に
判
断

　

さ
ら
に
「
緩
和
ケ
ア
」
に
お
い

て
は
、
患
者
の
つ
ら
い
状
況
に
寄

り
添
う
こ
と
と
同
時
に
、
家
族
を

襲
う
深
い
悲
し
み
や
不
安
に
対
処

す
る
必
要
も
出
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
湘
南
東
部
総
合
病
院

で
は
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

臨
床
心
理
士
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
な
ど
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
高
い
専
門
性
を

も
っ
た
各
ス
タ
ッ
フ
が
互
い
に
連

携
し
て
、
効
果
的
な
ケ
ア
に
取
り

組
む
こ
と
が
可
能
な
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
に
は
、
痛
み

の
治
療
に
精
通
し
た
専
門
医
の
ほ

　

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
に
あ
る
「
湘

南
東
部
総
合
病
院
」
に
は
、
特
徴

あ
る
病
棟
の
一
つ
と
し
て
、「
ホ

ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
病
棟
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
小
回
り
の

効
く
20
床
の
設
置
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
が
ん
闘
病
中
の
患
者
や
、

そ
の
家
族
に
対
す
る
身
体
的
・
精

神
的
ケ
ア
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
以
前
の
32

床
か
ら
病
床
数
を
限
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
適
切
で
丁
寧
な

ケ
ア
が
実
施
で
き
る
環
境
に
整
い

ま
し
た
。
20
床
と
い
う
病
床
現
場

で
、
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ら
に
情
熱
あ

る
温
か
い
対
応
を
行
き
届
か
せ
て

お
り
ま
す
」。

が
ん
の
闘
病
に
あ
ら
ゆ
る
支
援

　
「
緩
和
ケ
ア
」
と
は
、
本
来
は
、

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
、
が

ん
の
治
療
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ

て
い
く
医
療
で
す
。
が
ん
の
進
行

や
転
移
に
よ
る
痛
み
は
、
医
師
の

指
示
の
下
で
医
療
用
麻
薬
な
ど
を

適
切
に
使
用
し
て
い
き
、
コ
ン
ト

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
の
緩
和
ケ
ア
医
療
は
、
患
者
と
そ
の
家
族
の
希
望
・
意

思
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
入
院
だ
け
で
な
く
、
外
来
に

お
い
て
も
、
緩
和
ケ
ア
医
療
を
実
施
し
て
い
る
現
場
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

医療チームのメンバー（一医療チームのメンバー（一部）部）

ホスピス緩和ケア病棟にてホスピス緩和ケア病棟にて

病棟カンファレンス病棟カンファレンス

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
病
棟

本
人
の
意
思
を
最
大
尊
重
し
た

　
　
　
　  

医
療
と
ケ
ア
の
提
供

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院

特 集

湘南医療大学附属

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
http://www.shimodakango.ac.jp

問
合
せ Shizuoka

学校見学は随時受付中！
説明会の日時など、
お気軽にお問合せください♪

＊イベント開催時は、伊豆急下田駅から送迎バスがあります。是非ご利用ください。

当校では、「なりたい」
という気持ちを大切にしています。
「看護師になりたい」と思う方は、
ぜひ一度、学校の見学や定期的に

開催している説明会においでください。
当校の学生が、看護師を目指して

頑張っている姿に
   出会えると思います。

２０２０年４月より

になりました！

135
下田港 寮寮

学校学校

伊豆急行線
伊豆急下田駅

MAP
学生寮（女子）あり

学生寮（女子）あり

下田看護専門学校下田看護専門学校

伊豆急下田駅から
バス停「上の山」下車
（駅から徒歩では３０分）

伊豆急下田駅から
バス停「上の山」下車
（駅から徒歩では３０分）

教職員より

湘南医療大学
附属

問
合
せ

医療ビジネス学科／観光学科／介護福祉学科

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp

※各開催日は変更になる場合がございます。
　ご来場前にHPで必ずご確認ください。バラエティ豊かな

に行こう！

10：00～13：00

オープンキャンパス  

卒業生や在校生が実際に学
校生活や

就職についてお話します。職
場見学もあり！

スペシャル

6／13 土

10：00～12：30

体験入学  

各学科の特徴、入試・学費の
説明のほか、

模擬授業を体験できます

6／6 土

個別相談会
6／27
10：00～12：30知りたい・聞きたい内容を、１対１形式でじっくりお話して疑問を解決♪

土
先着5名限定！
先着5名限定！

10：00～12：30

体験入学＋AOエントリー説明会  

エントリーシートの書き方、面談・適性検査など、AO入試の秘訣を伝授！！模擬授業もあり！

5／30 土

オープンキャンパス

JR町田駅

小田急線町田駅

ココ
小田急
町田駅
からは
徒歩4

分

小田急
町田駅
からは
徒歩4

分

ス
パ
ー
ト
を
育
成
し
て
い
る
専
門

学
校
で
す
。

　

来
春
入
学
に
向
け
た
説
明
会
で

は
、「
専
門
学
校
っ
て
ど
ん
な
と

こ
ろ
？
」
と
い
う
人
か
ら
、「
介

護
福
祉
士
に
な
り
た
い
！
」
と
い

う
具
体
的
な
目
標
を
も
つ
人
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
め
る
内
容

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
実

際
に
足
を
運
び
、
丁
寧
な
説
明
か

ら
校
風
を
体
感
し
て
み
て
は
。

　

Ｊ
Ｒ
町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
に

あ
る
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉

専
門
学
校
」
は
、
医
療
事
務
／
Ｉ

Ｔ
／
介
護
福
祉
／
ホ
テ
ル
／
ブ
ラ

イ
ダ
ル
の
各
分
野
に
お
け
る
エ
キ

浜
市
戸
塚
区
）
の
附
属
校
と
し
て

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
や
医
療
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
と
技
術
を
学
び
、
進
級
す

る
に
つ
れ
て
深
く
濃
い
内
容
に
進

ん
で
い
き
ま
す
が
、
同
校
で
は
、

「
一
人
で
は
難
し
い
こ
と
も
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
な
ら
、
乗
り

越
え
ら
れ
る
！
」
と
い
う
気
持
ち

を
大
切
に
考
え
、
集
大
成
と
な
る

国
家
試
験
に
向
け
て
３
年
間
、
丁

寧
な
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
下
田
市
に
あ
る
「
下
田

看
護
専
門
学
校
」
で
は
今
春
、
17

期
生
が
入
学
し
ま
し
た
。同
校
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
看
護
師
を
輩
出

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

は
湘
南
医
療
大
学
（
神
奈
川
県
横

　

通
信
形
式
で
６
月
か
ら
始
ま

り
、
週
１
回
・
全
17
日
間
で
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。
介
護
実
習
も

カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で
、
現
場
で

必
要
な
即
戦
力
も
養
え
ま
す
。

　

資
格
取
得
後
は
、
就
職
支
援
が

あ
り
、嬉
し
い「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
制
度
」
も
！
申
し
込
み
時
に
は

「
ペ
ア
割
引
」
が
あ
る
の
で
、
詳

細
は
下
記
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

介
護
の
基
礎
知
識
か
ら
応
用
技

術
ま
で
を
学
ぶ
介
護
の
入
門
的
資

格
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

20名
※申込み先着順

60,000円
（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

定員

期間

受講料締切

特典

5月２8日（木）

０４６７ｰ８４ｰ5９６６

所定の申込書（HPからダウンロード）にご記入の上、
次のいずれかの方法でご送付ください。
または、HP入力フォームからお申し込みください。
FAX 

fureai-kensyu@fureai-g.or.jpメール
茅ヶ崎市南湖１-６-１１ 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内
学校法人 湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

郵送

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
別館３階「演習室」（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）

計17日間
〈週１回ペース〉

就職キャッシュバック制度
受講料ペア割引 など

スクー
リング

申
込
み

問
合
せ

ふれあい医療福祉研修センター
〒２５３‒００６１ 神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校別館）

☎0467-84-0576

6月4日（木）～10月1日（木）

申込書

印

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

   「
湘
南
医
療
大
学
附
属
校
」

　
　
　
　
　
と
し
て
新
ス
タ
ー
ト

湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学
校

医
療
事
務・介
護
福
祉・ホ
テ
ル
業
界
へ

　
　
　
　
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
！

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

  「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

　
　
　
　
　
　
締
切
り
間
近
‼︎

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

3



外耳道

リード線

プロセッサ

電極

インプラント部分

※耳イメージ

【人工内耳】装着のイメージ
プロセッサ

（耳の外に装着する）

インプラント側
（埋め込む機器）

鼓膜

蝸牛

　
「
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、
最
先
端

の
治
療
技
術
と
、
万
全
の
医
療

体
制
で
、“
患
者
さ
ま
に
優
し
い

治
療
”
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
中

耳
疾
患
に
対
す
る
根
治
手
術
・

聴
力
改
善
手
術
（『
鼓
室
形
成
術
』

『
鼓
膜
形
成
術
』『
ア
ブ
ミ
骨
手

術
』）
や
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
に
対

す
る
『
鼻
内
内
視
鏡
手
術
』
は
、

当
院
の
特
色
と
し
て
、
重
点
的

に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

北茅ケ崎駅

寒川駅

1

茅ケ崎駅

中央公園中央公園

市役所市役所

北口北口

新湘南BP

45

茅ケ崎駅前茅ケ崎駅前

茅ヶ崎中央
インター

文化会館文化会館

湘南東部
総合病院
湘南東部
総合病院

湘南
さくら病院

茅ケ崎新北陵病院茅ケ崎新北陵病院

ナーシングホーム
元町
ナーシングホーム
元町

ふれあい
の森

湘南ふれあいの園
湘南東部
湘南ふれあいの園
湘南東部

ふれあいの丘

・JR茅ケ崎駅北口から徒歩５分
・国道１号「茅ケ崎駅前」交差点横
・新湘南バイパス「茅ヶ崎中央
 インター」から車で約5分

アクセス

茅ケ崎中央病院 正面入り口

　

眼
科
は
、
常
勤
医
師
３
名
、
非

常
勤
医
師
５
名
、
視
能
訓
練
士

４
名
、眼
科
検
査
員
３
名
の
体
制

（
２
０
２
０
年
４
月
現
在
）
で
診
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

眼
科
の
受
診
に
は
、「
紹
介
状
」

が
必
要
で
す
。
専
門
性
に
長
け
た

医
師
が
そ
ろ
い
、
小
児
の
治
療
か

ら
成
人
、
高
齢
者
の
白
内
障
手
術

に
至
る
ま
で
、
実
績
を
積
み
重
ね

て
い
る
診
療
科
で
す
。

＊
以
下
の
本
文
は
、
各
診
療
科
の

　
医
師
に
よ
る
紹
介
文
で
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
の
耳
鼻
咽
喉

科
で
は
、
常
勤
医
師
４
名
、
非
常

勤
医
師
５
名
、
言
語
聴
覚
士
４

名
、
耳
鼻
科
検
査
技
師
１
名
の
体

制
（
２
０
２
０
年
４
月
現
在
）
で
、
聴

力
改
善
手
術
や
鼻
内
内
視
鏡
手
術

を
は
じ
め
と
す
る
治
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
病
院
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ

た
り
、「
聴
覚
・
人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
。
保
険
適
用
が
拡
大
し
た

人
工
内
耳
に
、幅
広
く
対
応
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

新
築
ビ
ル
に
移
転
し
た
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
で
は
、
整
形
外
科
や
脳
神
経
外
科
、
消
化
器
外
科
な

ど
の
新
し
い
外
来
診
療
・
手
術
対
応
が
拡
充
し
て
い
る
こ
と
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
耳
鼻
咽
喉
科
や

眼
科
で
は
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
茅
ケ
崎
中
央
病
院

の
「
耳
鼻
咽
喉
科
」「
眼
科
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
４
Ｋ
内
視
鏡
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
新
た
に
患

者
さ
ま
の
体
に
負
担
が
少
な
い

『
経
外
耳
道
的
内
視
鏡
下
耳
科
手

術
』
に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
」

聴
覚
・
人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー

ア
レ
ル
ギ
ー
治
療

　
「
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

に
対
す
る
『
レ
ー
ザ
ー
治
療
』『
舌

下
免
疫
療
法
』
の
ほ
か
に
、
新
た

に『
抗
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
皮
下
注
療
法
』

を
始
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

経
口
薬
、局
所
ス
テ
ロ
イ
ド
点
鼻
、

レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
既
存
の
治
療
に

対
し
、
抵
抗
性
で
難
治
性
を
示
す

患
者
さ
ま
へ
の
治
療
法
と
し
て
、

期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

眼
外
傷
の
既
往
な
ど
が
あ
る
と
、

白
内
障
が
生
じ
ま
す
。

　

白
内
障
は
、
薬
で
治
る
こ
と
は

な
い
の
で
、
見
え
に
く
く
て
生
活

に
不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

手
術
は
局
所
麻
酔
で
行
な
い
、

時
間
は
概
ね
15
分
程
度
で
す
が
、

症
例
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
当

院
で
は
、
入
院
手
術
・
日
帰
り
手

術
の
双
方
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
昨
年
（
２
０
１
９
年
）
は
約

１
６
０
０
件
の
白
内
障
手
術
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
」

緑
内
障
診
療

　
「
緑
内
障
は
、
視
神
経
が
傷
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
視
野
が
徐
々
に

欠
け
て
く
る
病
気
で
す
。眼
圧（
目

の
硬
さ
）
が
高
い
と
、
視
神
経
が

障
害
さ
れ
ま
す
。
正
常
の
眼
圧
は

10
～
21
㎜
Hg
で
す
。（
た
だ
し
、

眼
圧
が
正
常
範
囲
内
で
も
視
神
経

の
障
害
が
生
じ
る
「
正
常
眼
圧
緑

内
障
」
も
存
在
し
ま
す
。）

　

緑
内
障
の
進
行
を
抑
え
る
に

は
、
点
眼
薬
を
使
っ
て
眼
圧
を
継

続
的
に
下
げ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
点
眼
薬
は
通
常
１
種
類
か
ら

始
め
ま
す
が
、
眼
圧
の
下
降
具
合

や
、
視
野
障
害
の
進
行
の
程
度
に

よ
っ
て
、
点
眼
薬
の
種
類
が
多
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

点
眼
薬
を
全
て
使
用
し
て
も
、

視
野
障
害
が
進
行
す
る
場
合
は
、

レ
ー
ザ
ー
治
療
や
手
術
治
療
に
な

り
ま
す
。
緑
内
障
の
手
術
に
は
多

く
の
方
法
が
あ
り
、
当
院
で
対
応

し
て
い
る
手
術
の
ほ
か
、
専
門

Katsunori Ishida

患者との信頼関係を第一に考え、わか
りやすく丁寧な診療を心掛けている茅
ケ崎中央病院の副院長。「耳鼻科専門
医」「耳鼻咽喉科学会研修施設指導責
任者」「耳鼻咽喉科専門研修指導医」
「日本耳鼻咽喉科学会認定補聴器相
談医」などの資格を有する。

石田 克紀副院長

聴覚・人工内耳センター長

Toshihiro Matsumoto

白内障と緑内障を専門とする眼科専門
医。「白内障は悪い病気ではありませ
んが、治療方法は手術しかありません。
点眼薬は白内障の進行を遅らせるだ
けなので、視力が落ちて不自由さを感
じてきたら、手術についてご相談くだ
さい」と話す。

松本 年弘医師

眼科部長

的
に
扱
っ
て
い
る
大

学
病
院
へ
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
患
者

さ
ま
と
よ
く
話
し
合

い
、
治
療
方
法
を
決

め
て
い
き
ま
す
。

　

初
期
の
緑
内
障
は

自
覚
症
状
が
な
い
の

で
、
ご
自
身
で
は
気
づ
か
な
い
こ

と
が
多
く
、
視
野
の
異
常
を
認
識

し
た
時
に
は
、
す
で
に
か
な
り
進

行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
視
神
経
乳
頭
の
精
密
検

査
を
す
る
と
、
初
期
の
緑
内
障
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
定
期
的
な
眼
底
チ
ェ
ッ
ク
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
」

小
児
眼
科
疾
患

　
「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
新
生
児

は
、
ま
だ
視
力
が
発
達
し
て
お
ら

ず
、
多
く
の
物
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
次
第
に
視
力
が
発
達
し

て
い
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
に
屈
折
異
常
（
遠
視

／
近
視
／
乱
視
な
ど
）が
あ
っ
て
、

物
を
見
た
時
に
ピ
ン
ト
が
合
わ
な

い
よ
う
な
場
合
は
、
視
力
の
発
達

が
悪
く
な
り
ま
す
。
屈
折
異
常
を

矯
正
す
る
眼
鏡
を
か
け
て
、
し
っ

か
り
と
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
い
く

と
、
徐
々
に
視
力
は
育
っ
て
い
き

ま
す
。
視
力
の
発
達
に
は
、
適
正

な
時
期
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
早
期
に
屈
折
異
常
を
見
つ
け

て
、
矯
正
眼
鏡
を
か
け
始
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
子
ど
も
は
、
自

分
か
ら
視
力
が
悪
い
こ
と
を
言
い

出
さ
な
い
の
で
、
日
常
生
活
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
受
診
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、「
１
歳
６
カ
月
児
健
診
」

「
３
歳
児
健
診
」
な
ど
で
目
の
異

常
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、
必
ず
眼
科

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
」。 

　
　
　
　
　
　
　
　

   〈
取
材
協
力
〉

　
「
眼
科
で
は
、
白
内
障
の
手
術

を
中
心
に
、
屈
折
異
常
、
外
眼

部
疾
患
、
緑
内
障
、
眼
底
疾
患
、

小
児
眼
科
疾
患
な
ど
の
幅
広
い

診
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
」

白
内
障
治
療

　
「
白
内
障
は
、
加
齢
と
と
も

に
ど
な
た
で
も
生
じ
て
く
る
病
気

で
す
。
60
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
程
度

の
差
は
あ
っ
て
も
、
ど
な
た
で
も

白
内
障
が
あ
る
と
思
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、お
若
い
方
で
も
、

糖
尿
病
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

白内障の眼球

水晶体が濁ってしまい
光がよく通らず、

網膜に鮮明な像が結べない

光光 光光

網膜

角膜

隅角

濁った水晶体

　

当
院
の
耳
鼻
咽
喉
科
手
術
症

例
は
、
湘
南
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
に
お
い
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
誇
り
、
安
心
感
あ
る
治
療
・

手
術
が
提
供
で
き
る
環
境
で
す

の
で
、是
非
、ご
来
院
く
だ
さ
い
」

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

　
「
こ
の
ほ
か
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
の
精
密
検
査
と
治
療
も

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
病
気

は
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
一
般
の
人
に
比
べ
て
平
均
寿

命
が
短
い
と
い
う
統
計
も
あ
り
ま

す
。
日
中
の
眠
気
や
、
集
中
力
不

足
に
陥
り
や
す
く
、
重
大
な
交
通

事
故
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
１
泊
入
院
で
精
密
検

査
が
可
能
で
す
の
で
、
お
心
当
た

り
の
あ
る
方
や
ご
心
配
な
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
」。  〈
取
材
協
力
〉

　
「
人
工
内
耳
治
療
で
は
、
こ
れ

ま
で
22
年
間
に
及
ぶ
治
療
実
績
を

あ
げ
て
お
り
、
重
度
の
感
音
難
聴

の
患
者
さ
ま
へ
の
聴

こ
え
の
向
上
、
さ
ら

に
、
生
活
の
質
の
向

上
に
も
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
回
、【
聴
覚
・

人
工
内
耳
セ
ン

タ
ー
】
を
立
ち
上
げ

て
、
認
知
症
予
防
に

効
果
が
期
待
さ
れ
る

難
聴
に
つ
い
て
、
積

極
的
に
介
入
し
、
補
聴
器
の
ス

ム
ー
ズ
な
導
入
や
、
聴
覚
管
理
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
」

Chigasaki Chuo
　                 hospital

医療法人社団 康心会

午 後

月

13：30～16：00

午 前
8：30～11：00

受 付 火 水 木 金 土 日祝

午 後

月

13：30～16：00

午 前
8：30～11：00

受 付 火 水 木 金 土 日祝茅ケ崎
中央病院

耳鼻咽喉科 眼 科 ＊要紹介状

茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３

☎０４６７‒８６‒６５３０

完全予約制

県内トップクラスの手術症例

耳鼻咽喉科
担当医師より

小児から高齢者に対する専門治療

眼 科
担当医師より

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
茅
ケ
崎
中
央
病
院

 「
耳
鼻
咽
喉
科
」と「
眼
科
」が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

聴
覚
・
人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー
を
設
置

2020年５月
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